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1 はじめに

動画像符号化方式 H.264/AVC[1]のMainプロファイ
ルによる高解像度の映像符号化においてはフィルムグレ
インなどの細部情報が失われやすい．これに対し，高解
像度映像用に FRExt(Fidelity Range Extensions)[2]が
制定された．本稿では，H.264/AVCによるフィルムコ
ンテンツ符号化の際のフィルムグレインの再現性を考慮
したモード決定手法を提案する．
2 フィルムグレイン画像の符号化とモデル式

フィルムグレインは，画像をフィルムに記録する際に
のるフィルム特有の模様であり，基本的に高周波数成分
として表現される．しかしH.264/AVC符号化方式では，
4×4ブロック整数変換やデブロッキングフィルタの作用
により，高周波数成分が失われやすく，フィルムグレイ
ンが残りにくくなってしまう．
フィルムグレインの擬似的なモデル式として一般的に

以下の式が用いられる．

g(x, y) = f(x, y) + n(x, y)
n(x, y) = α{f(x, y)}γu1(x, y) + u2(x, y) (1)

f(x, y)は原画像，g(x, y)はフィルムグレインを含んだ
画像，n(x, y)はフィルムグレインであり，αは比例定数，
γは 1/2～1/3の値をとる定数，u1(x, y)と u2(x, y)は平
均値ゼロの白色ガウス雑音である．
3 フィルムグレインを考慮したコスト関数

フィルムグレイン検証のためブロック図を図 1に示す．
T，ITは整数変換，逆整数変換であり，Q，IQは量子
化，逆量子化を表している．フィルムグレイン差分電力
を Dfg とし，符号化前のフィルムグレイン成分と符号
化後のフィルムグレイン成分との SSDとして定義する．
つまり，Dfg が低ければ低いほどフィルムグレインの再
現性が高いと判断する．Dfg を反映させるために，モー
ド決定の際のコスト関数を以下のように変更する．

Cost = Dfg + λmodeRate (2)

λmodeはモード決定の際に使用されるラグランジュ乗数，
Rateは発生符号量である．
4 実験および結果

提案するコスト関数を参照ソフトウェア JM[3]に組み
込んだ．符号化条件を表 1に示す．式 (1)のパラメータ
はそれぞれ，α = 1，γ = 0.5，u1(x, y)の分散 σ2

1 = 0.5，
u2(x, y) = 0と設定した．また，スキップモードの場合，
Dfg が定義できないので，スキップモードを禁止とし
た．結果を図 2に示す．図 2の縦軸は Dfg を 1画素当
たりに平均化した値である．提案手法のほうがレート歪
み最適化よりも低い値となっており，フィルムグレイン
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図 1 フィルムグレイン検証のためのブロック図

表 1 符号化条件
Version 9.0
Profile High

Sequence SpySorge(1920×1072)[4]
Number of frames 13
Frame structure IBBPBBP...

QP 24,26,28,30,32
Loop filter off

Transform size 8×8，4×4
Number of ref. frames 1

Search range 48

の再現性が高いと考えられる．また，ビットレートが約
15[Mbps]である QP=27で符号化した場合の復号画像
での比較を図 3に示す．提案手法のほうがより粒状感が
あるのが確認できる．
5 まとめ

フィルムグレインの再現性のパラメータを定義し，こ
れを用いたコスト関数を提案することで，フィルムグレ
インを考慮したモード決定手法を提案した．
参考文献
[1] ISO/IEC 14496-10，“Advanced Video Coding，”

(ITU-T Rec.H.264)，2003.
[2] G.Sullivan et al，“Draft Text of H.264/AVC

Fidelity Range Extensions Amendment,” JVT-
L047d12, July, 2004.

[3] “JM Reference Software，”
http://iphome.hhi.de/suehring/tml/

[4] 篠田正浩原作・制作・監督作品，“スパイ・ゾルゲ，”
編集前源情報 (GITI).

25

30

35

40

45

50

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

av
er

ag
e 

S
S

D
 o

f f
ilm

gr
ai

n

bitrate [Mbps]

RDOptimization
Proposal

図 2 ビットレートと平均フィルムグレイン差分電力

(a)原画像 (b)レート歪み最適化 (c)提案手法
(33.60[dB]) (33.44[dB])

図 3 復号画像の比較 (60×100[pel])
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